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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第32期
第２四半期
連結累計期間

第33期
第２四半期
連結累計期間

第32期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 1,334,087 1,574,369 2,731,063

経常利益 (千円) 24,225 63,424 12,271

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 19,881 51,924 943

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 39,841 63,926 2,423

純資産額 (千円) 1,124,621 1,151,129 1,087,203

総資産額 (千円) 3,122,496 3,759,321 3,346,461

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 1.44 3.77 0.07

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 36.0 30.6 32.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 74,730 171,525 43,200

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △97,232 △77,289 △103,782

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △446,042 47,000 △265,042

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 777,993 1,079,534 939,793
 

 

回次
第32期
第２四半期
連結会計期間

第33期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △2.93 11.93
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。　

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

なお、当社グループは、過去継続した営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を計上するなど、

主たる事業である検査機システム事業の受注動向に依存し業績の振幅も大きく、継続企業の前提に関する重要な疑義

を生じさせるような事象又は状況が存在しておりますが、当該事象等を解消するため、「第２　事業の状況　３　財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(6)　事業等のリスクに記載した重要事象等についての分

析・検討内容及び当該事象等を解消し、又は改善するための対応策」に記載の施策を実施しており、継続企業の前提

に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1)業績の状況

当社グループでは、事業構造の改革と新規事業・新製品開発の取り組みを継続し、事業基盤の強化に努めてま

いりました。この結果、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高1,574百万円（前年同四半期比18.0％

増）、営業利益68百万円（前年同四半期比100.3％増）、経常利益63百万円（前年同四半期比161.8％増）、親会

社株主に帰属する四半期純利益は51百万円（前年同四半期比161.2％増）となりました。

　セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

　日本セグメントでは、主力製品である画像処理外観検査装置の売上が増加しました。この結果、売上高は1,311

百万円（前年同四半期比22.8％増）、セグメント利益は30百万円（前年同四半期比95.0％増）となりました。

　米国セグメントでは、CAD/CAMソフト「KEYCREATOR」の売上が伸び悩みましたが、収益性は改善し損益は黒字化

しました。この結果、売上高は191百万円（前年同四半期比2.7％増）、セグメント利益は28百万円（前年同四半

期はセグメント損失14百万円）となりました。

　韓国セグメントでは、画像処理外観検査装置の売上が減少しました。この結果、売上高は71百万円（前年同四

半期比10.1％減）、セグメント損失は6百万円（前年同四半期はセグメント利益11百万円）となりました。
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(2)財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ412百万円増加しました。流動資産は

現金及び預金の増加139百万円、売上債権の増加216百万円などにより、413百万円増加しました。固定資産はほぼ

変動がありませんでした。

　負債は、前連結会計年度末に比べ348百万円増加しました。流動負債は仕入債務の増加258百万円、短期借入金

の増加197百万円などにより、499百万円増加しました。固定負債は長期借入金の減少などにより、150百万円減少

しました。

　純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益51百万円の計上などにより、純資産合計が63百万円増加しまし

た。

　

　(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

て139百万円増加し、1,079百万円となりました。　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果取得した資金は、171百万円(前年同四半期比129.5％増）となりました。

　これは主に、税金等調整前四半期純利益の計上63百万円、減価償却費の計上79百万円、仕入債務の増加259百万

円による資金増加、売上債権の増加218百万円による資金減少によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)　　　　

投資活動の結果使用した資金は、77百万円（前年同四半期比20.5％減）となりました。

　これは主にソフトウエアの取得による支出73百万円によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)　　　　

財務活動の結果取得した資金は、47百万円（前年同四半期は資金の使用446百万円）となりました。

　これは主に短期借入金の借入による収入263百万円による資金増加、長期借入金の返済による支出216百万円に

よる資金減少によるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は49百万円であります。

　

(6) 事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、又は改善するた

めの対応策

　当社グループは「第２　事業の状況　１　事業等のリスク」に記載のとおり、継続企業の前提に重要な疑義を

生じさせるような事象又は状況が存在しておりますが、当該事象等を解消するために、日本セグメントをはじ

め、新規事業・新製品開発と事業構造の改革に取り組んでおります。

　検査機システム事業においては、有機EL、機能性フィルム向けなど従来の液晶以外の検査機システムの開発、

販売を強化し新規顧客の開拓を進め、成長が見込まれる中国市場に注力しております。

　さらに、人件費や償却費などの固定費削減に注力し損益分岐点を引き下げ、損益構造の改善に努めておりま

す。

　また、米国セグメントにおいては、子会社Kubotek USA, Inc.の事業体制を見直し新製品の開発と固定費の削

減を含む再建計画を実行しております。

　一方、新規事業として安全、低コスト、大容量の蓄電媒体としての次世代フライホイール蓄電システムや、

オーディオ事業の研究開発を加速させ、早期事業化を推進してまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,830,000 13,830,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式は100株
であります。

計 13,830,000 13,830,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年９月30日 ― 13,830,000 ― 1,951,750 ― ―
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(6) 【大株主の状況】

平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

久　保　哲　夫 大阪市淀川区 2,478,300 17.92

久　保　美津子 大阪市淀川区 1,400,000 10.12

久　保　　　元 大阪市淀川区 1,400,000 10.12

久　保　宜　子 大阪市淀川区 1,400,000 10.12

久　保　典　子 大阪市淀川区 1,400,000 10.12

園　田　朋　子 延岡市 1,400,000 10.12

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社

東京都中央区晴海１丁目８-11 591,200 4.27

久　保　成　一 京都市東山区 150,000 1.08

中　島　　　毅 倉敷市 98,500 0.71

クボテック従業員持株会 大阪市北区中之島４丁目３番36号 88,700 0.64

計 ― 10,406,700 75.25
 

（注）日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式は、信託業務に係る株式であります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 62,100
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

13,767,100
137,671 ―

単元未満株式
普通株式

800
― ―

発行済株式総数 13,830,000 ― ―

総株主の議決権 ― 137,671 ―
 

 (注)　単元未満株式の普通株式には、当社所有の自己株式59株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
クボテック株式会社

大阪市北区中之島４丁目
３番36号

62,100 ― 62,100 0.45

計 ― 62,100 ― 62,100 0.45
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 971,459 1,111,203

  受取手形及び売掛金 926,873 1,149,230

  電子記録債権 92,576 86,819

  商品及び製品 9,116 18,102

  仕掛品 293,049 332,566

  原材料及び貯蔵品 94,840 113,664

  繰延税金資産 904 915

  その他 29,584 29,649

  貸倒引当金 △92,531 △103,160

  流動資産合計 2,325,874 2,738,991

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 204,513 197,970

   土地 558,514 558,514

   その他（純額） 43,056 38,326

   有形固定資産合計 806,084 794,811

  無形固定資産   

   ソフトウエア 162,405 172,898

   その他 2,285 2,285

   無形固定資産合計 164,690 175,183

  投資その他の資産   

   その他 50,049 50,573

   貸倒引当金 △238 △238

   投資その他の資産合計 49,811 50,335

  固定資産合計 1,020,586 1,020,330

 資産合計 3,346,461 3,759,321

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 445,119 ※  703,171

  短期借入金 1,055,000 1,252,000

  未払法人税等 12,840 16,602

  賞与引当金 15,660 16,060

  その他 335,895 375,859

  流動負債合計 1,864,515 2,363,694

 固定負債   

  長期借入金 337,000 187,000

  繰延税金負債 5,048 4,734

  退職給付に係る負債 49,931 50,000

  その他 2,762 2,762

  固定負債合計 394,742 244,497

 負債合計 2,259,258 2,608,192
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,951,750 1,951,750

  利益剰余金 △801,815 △749,891

  自己株式 △81,717 △81,717

  株主資本合計 1,068,216 1,120,141

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 132 567

  為替換算調整勘定 18,853 30,421

  その他の包括利益累計額合計 18,986 30,988

 純資産合計 1,087,203 1,151,129

負債純資産合計 3,346,461 3,759,321
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 1,334,087 1,574,369

売上原価 837,653 1,055,692

売上総利益 496,433 518,676

販売費及び一般管理費 ※  462,197 ※  450,098

営業利益 34,236 68,577

営業外収益   

 受取利息 100 65

 受取配当金 496 305

 受取賃貸料 555 555

 その他 69 67

 営業外収益合計 1,222 993

営業外費用   

 支払利息 6,845 5,997

 為替差損 4,387 130

 その他 - 18

 営業外費用合計 11,233 6,147

経常利益 24,225 63,424

税金等調整前四半期純利益 24,225 63,424

法人税等 4,344 11,500

四半期純利益 19,881 51,924

親会社株主に帰属する四半期純利益 19,881 51,924
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 19,881 51,924

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △1,176 435

 為替換算調整勘定 21,137 11,567

 その他の包括利益合計 19,960 12,002

四半期包括利益 39,841 63,926

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 39,841 63,926

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 24,225 63,424

 減価償却費 62,199 79,488

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,882 10,708

 賞与引当金の増減額（△は減少） 10,470 400

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,955 69

 受取利息及び受取配当金 △596 △370

 支払利息 6,845 5,997

 為替差損益（△は益） 586 271

 売上債権の増減額（△は増加） △125,603 △218,119

 たな卸資産の増減額（△は増加） △4,650 △68,293

 仕入債務の増減額（△は減少） 106,214 259,020

 未収消費税等の増減額（△は増加） 20,508 3,847

 未払消費税等の増減額（△は減少） 450 333

 その他 △10,249 49,091

 小計 89,476 185,869

 利息及び配当金の受取額 587 368

 利息の支払額 △5,787 △6,129

 法人税等の支払額 △9,545 △8,582

 営業活動によるキャッシュ・フロー 74,730 171,525

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 投資有価証券の取得による支出 △1,618 △1,461

 有形固定資産の取得による支出 △9,927 △3,779

 無形固定資産の取得による支出 - △149

 ソフトウエアの取得による支出 △83,899 △73,516

 その他 △1,786 1,616

 投資活動によるキャッシュ・フロー △97,232 △77,289

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △236,000 263,000

 長期借入金の返済による支出 △210,000 △216,000

 自己株式の取得による支出 △42 -

 財務活動によるキャッシュ・フロー △446,042 47,000

現金及び現金同等物に係る換算差額 △33,752 △1,494

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △502,296 139,741

現金及び現金同等物の期首残高 1,280,289 939,793

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  777,993 ※  1,079,534
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日)

　税金費用の計算

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

(単位：千円)

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

支払手形 ― 84,695
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

（単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

給料及び手当 197,067 181,013

退職給付費用 6,152 10,444

支払手数料 50,277 94,757

広告宣伝費 9,938 6,452

減価償却費 3,459 6,498

貸倒引当金繰入額 4,906 4,273

賞与引当金繰入額 5,115 5,091
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

（単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

現金及び預金勘定 870,792 1,111,203

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △92,799 △31,668

現金及び現金同等物 777,993 1,079,534
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

日本 米国 韓国

売上高     

  外部顧客への売上高 1,068,574 186,343 79,169 1,334,087

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

34,452 15,844 22,243 72,541

計 1,103,027 202,188 101,413 1,406,629

セグメント利益又は損失(△) 15,618 △14,842 11,310 12,086
 

 

2．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 12,086

セグメント間取引消去 4,282

内部利益の調整額 △1,416

貸倒引当金の調整額 19,283

四半期連結損益計算書の営業利益 34,236
 

 

3．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

日本 米国 韓国

売上高     

  外部顧客への売上高 1,311,734 191,431 71,203 1,574,369

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

79,489 11,172 25,320 115,982

計 1,391,223 202,604 96,524 1,690,352

セグメント利益又は損失(△) 30,456 28,446 △6,479 52,423
 

 

2．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 52,423

セグメント間取引消去 4,716

内部利益の調整額 △8,060

貸倒引当金の調整額 19,498

四半期連結損益計算書の営業利益 68,577
 

 

3．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額  1円44銭 3円77銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 19,881 51,924

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

19,881 51,924

   普通株式の期中平均株式数(株) 13,767,925 13,767,841
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 
２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２９年１１月１３日

クボテック株式会社

取　締　役　会　　御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　 平　　岡　　義　　則 印

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  和 田 林　　一　　毅 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているクボテック

株式会社の平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２９年

７月１日から平成２９年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２９年４月１日から平成２９年９月３０

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益

計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、クボテック株式会社及び連結子会社の平成２９年９月３０日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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